
　

▼

　

▼
人
形
供
養

人
形
供
養　

１
日

　

１
日
1313

時
、
本
覚
寺
。

時
、
本
覚
寺
。

　

▼

　

▼
初
亥
祭

初
亥
祭　

３
日

　

３
日
1111
時
、
時
、

江
島
神
社
。

江
島
神
社
。

　

▼

　

▼
開
山
国
師
毎
歳
忌

開
山
国
師
毎
歳
忌　

３

　

３

日
1010
時
、
円
覚
寺
。

時
、
円
覚
寺
。

　

▼

　

▼
達
磨
忌

達
磨
忌　

宿
忌
４
日

　

宿
忌
４
日
1414

時
、
半
斎
５
日

時
、
半
斎
５
日
1010
時
、
建
長

時
、
建
長

寺
。
寺
。

　

▼

　

▼
鎌
倉
薪
能

鎌
倉
薪
能　

６
・
７
日

　

６
・
７
日

1717
時
、
鎌
倉
宮
。

時
、
鎌
倉
宮
。

　

▼

　

▼
絵
筆
塚
祭

絵
筆
塚
祭　

７
日
日
没

　

７
日
日
没

後
行
灯
。
８
日

後
行
灯
。
８
日
1313
時
荏
柄
天

時
荏
柄
天

神
社
。

神
社
。

　

▼

　

▼
十
夜
大
法
要

十
夜
大
法
要　

1212
日
献
日
献

茶
。
茶
。1313
・
1414
日
練
行
列
、

日
練
行
列
、1919
時

稚
児
礼
賛
舞
な
ど
。光
明
寺
。

稚
児
礼
賛
舞
な
ど
。光
明
寺
。

　

▼

　

▼
ふ
じ
さ
わ
江
の
島
花
火

ふ
じ
さ
わ
江
の
島
花
火

大
会
大
会　

2121
日
片
瀬
海
岸
西

日
片
瀬
海
岸
西

浜
。
浜
。

　

▼

　

▼
文
墨
祭

文
墨
祭　

2828
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
白
幡
神
社
。

鶴
岡
八
幡
宮
白
幡
神
社
。

　

▼

　

▼
宝
物
風
入
れ

宝
物
風
入
れ　

1111
月
３
月
３

〜
５
日
、建
長
寺
・
円
覚
寺
。

〜
５
日
、建
長
寺
・
円
覚
寺
。

　

▼
舎

　

▼
舎
利
殿
特
別
公
開

利
殿
特
別
公
開　

1111

月
３
〜
５
日
、
円
覚
寺
。

月
３
〜
５
日
、
円
覚
寺
。

　

鎌
倉
と
京
都
。
ど

　

鎌
倉
と
京
都
。
ど

ち
ら
も
観
光
名
所
と

ち
ら
も
観
光
名
所
と

し
て
人
気
の
場
所
で

し
て
人
気
の
場
所
で

あ
る
と
同
時
に
抱
え

あ
る
と
同
時
に
抱
え

る
問
題
も
同
じ
な
の

る
問
題
も
同
じ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
国
土
交

か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
国
土
交

通
相
よ
り
「
観
光
交
通
イ
ノ

通
相
よ
り
「
観
光
交
通
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
地
域
」と
し
て
、

ベ
ー
シ
ョ
ン
地
域
」と
し
て
、

エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
実

エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
実

験
・
実
装
の
地
域
に
鎌
倉
と

験
・
実
装
の
地
域
に
鎌
倉
と

京
都
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
▼

京
都
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
▼

交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染
な
ど

交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染
な
ど

の
交
通
問
題
の
改
善
を
目
的

の
交
通
問
題
の
改
善
を
目
的

に
、
一
定
の
区
域
内
を
走
行

に
、
一
定
の
区
域
内
を
走
行

す
る
自
動
車
に
課
税
さ
れ
る

す
る
自
動
車
に
課
税
さ
れ
る

実
証
実
験
で
す
▼
ま
た
Ｉ
Ｃ

実
証
実
験
で
す
▼
ま
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
と
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て

Ｔ
と
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
っ
て

迅
速
で
精
緻
な
対
策
が
可
能

迅
速
で
精
緻
な
対
策
が
可
能

に
な
る
そ
う
で
す
▼
現
代
の

に
な
る
そ
う
で
す
▼
現
代
の

技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
、
交

技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
、
交

通
問
題
を
解
消
し
よ
う
と
す

通
問
題
を
解
消
し
よ
う
と
す

る
姿
は
日
本
初
の
有
料
道
路

る
姿
は
日
本
初
の
有
料
道
路

と
し
て
知
ら
れ
る
湘
南
モ
ノ

と
し
て
知
ら
れ
る
湘
南
モ
ノ

レ
ー
ル
沿
線
の
京
浜
急
行
線

レ
ー
ル
沿
線
の
京
浜
急
行
線

な
ど
を
彷
彿
さ
せ
ら
れ
ま
す

な
ど
を
彷
彿
さ
せ
ら
れ
ま
す

▼
今
回
の
実
証
実
験
、
半
世

▼
今
回
の
実
証
実
験
、
半
世

紀
後
に
は
ど
う
評
価
さ
れ
る

紀
後
に
は
ど
う
評
価
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

の
で
し
ょ
う
か
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉

の
地
か
ら
、
新
し
い
芸
術
・

の
地
か
ら
、
新
し
い
芸
術
・

文
化
を
発
信
す
る
こ
と
を
目

文
化
を
発
信
す
る
こ
と
を
目

標
に
す
る
「
鎌
倉
芸
術
祭
」

標
に
す
る
「
鎌
倉
芸
術
祭
」

が
1010
月
６
日
か
ら

月
６
日
か
ら
1212
月
2323
日

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
今
年

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
今
年
1212

回
目
。
能
楽
、
音
楽
、
舞

回
目
。
能
楽
、
音
楽
、
舞

踊
、
朗
読
、
工
芸
や
宝
物
の

踊
、
朗
読
、
工
芸
や
宝
物
の

展
示
な
ど

展
示
な
ど
1616
の
催
し
を
寺
社

の
催
し
を
寺
社

や
教
会
、
鎌
倉
芸
術
館
な
ど

や
教
会
、
鎌
倉
芸
術
館
な
ど

で
行
う
。
問
い
合
わ
せ
同
事

で
行
う
。
問
い
合
わ
せ
同
事

務
局
☎
０
４
６
７
・

務
局
☎
０
４
６
７
・
2323
・
３
・
３

７
５
５

７
５
５

　

真
心
と
思
い
や
り
の
詰
ま

　

真
心
と
思
い
や
り
の
詰
ま

っ
た
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

っ
た
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ビ
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
「
鎌
倉
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協

る
「
鎌
倉
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協

会
ベ
ル
の
会
」
が
今
年

会
ベ
ル
の
会
」
が
今
年
1212
月

で
そ
の

で
そ
の
2626
年
間
の
事
業
に
終

年
間
の
事
業
に
終

止
符
を
打
つ
。

止
符
を
打
つ
。

　

同
会
は
１
９
９
１
年
１
月

　

同
会
は
１
９
９
１
年
１
月

発
足
し
た
会
員
制
の
組
織

発
足
し
た
会
員
制
の
組
織

で
、創
立
当
初
か
ら「
配
食
」

で
、創
立
当
初
か
ら「
配
食
」

と
「
地
域
支
援
型
ホ
ー
ム
ヘ

と
「
地
域
支
援
型
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
活
動
（
掃
除

ル
プ
活
動
（
掃
除
･
買
い
物

買
い
物

･
通
院
介
助

通
院
介
助
･
障
害
児
の
下

障
害
児
の
下

校
付
き
添
い
な
ど
）
」
を
行

校
付
き
添
い
な
ど
）
」
を
行

い
、
２
０
０
０
年
に
介
護
保

い
、
２
０
０
０
年
に
介
護
保

険
制
度
が
発
足
し
て
か
ら

険
制
度
が
発
足
し
て
か
ら

「
介
護
保
険
に
よ
る
訪
問
介

「
介
護
保
険
に
よ
る
訪
問
介

護
」
を
加
え
た
、
３
つ
の
サ

護
」
を
加
え
た
、
３
つ
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
会

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
会

員
（
原
則
と
し
て

員
（
原
則
と
し
て
7070
歳
以
上

歳
以
上

の
高
齢
者
）
に
火
・
水
曜
の

の
高
齢
者
）
に
火
・
水
曜
の

週
２
回
夕
食
に
松
花
堂
弁
当

週
２
回
夕
食
に
松
花
堂
弁
当

を
１
食
８
百
円
で
届
け
る
。

を
１
食
８
百
円
で
届
け
る
。

　

協
力
会
員
の
調
理
係
が
献

　

協
力
会
員
の
調
理
係
が
献

立
を
作
成
し
、
午
前
中
、

立
を
作
成
し
、
午
前
中
、
1010

数
人
で
調
理
に
当
た
る
。
午

数
人
で
調
理
に
当
た
る
。
午

後
か
ら
盛
り
付
け
を
行
い
風

後
か
ら
盛
り
付
け
を
行
い
風

呂
敷
に
包
む
と
、
配
達
係
の

呂
敷
に
包
む
と
、
配
達
係
の

７
、
８
組
が
自
家
用
車
で
市

７
、
８
組
が
自
家
用
車
で
市

内
を
回
っ
て
宅
配
す
る
。
１

内
を
回
っ
て
宅
配
す
る
。
１

回
に
平
均

回
に
平
均
8080
食
作
り
、
多
い

食
作
り
、
多
い

と
き
は
百
食
を
超
え
る
時
期

と
き
は
百
食
を
超
え
る
時
期

も
あ
っ
た
と
い
う
。
同
会
の

も
あ
っ
た
と
い
う
。
同
会
の

献
立
を
紹
介
す
る
『
台
所
の

献
立
を
紹
介
す
る
『
台
所
の

音
が
聞
こ
え
て
く
る
』『
鎌

音
が
聞
こ
え
て
く
る
』『
鎌

倉
ベ
ル
の
会
お
す
す
め
レ
シ

倉
ベ
ル
の
会
お
す
す
め
レ
シ

ピ
２
０
８
』
の
２
冊
の
料
理

ピ
２
０
８
』
の
２
冊
の
料
理

本
も
あ
る
。

本
も
あ
る
。

　

今
回
の
解
散
は
、
今
年
３

　

今
回
の
解
散
は
、
今
年
３

月
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
活
動
と

月
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
活
動
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
修
了
し
収

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
修
了
し
収

入
が
減
っ
た
こ
と
、
配
食
の

入
が
減
っ
た
こ
と
、
配
食
の

利
用
者
減
少
に
よ
る
減
収
、

利
用
者
減
少
に
よ
る
減
収
、

配
食
を
行
う
協
力
会
員
の
高

配
食
を
行
う
協
力
会
員
の
高

齢
化
に
加
え
て
、
配
食
活
動

齢
化
に
加
え
て
、
配
食
活
動

の
拠
点
と
し
て
鎌
倉
市
か
ら

の
拠
点
と
し
て
鎌
倉
市
か
ら

借
り
て
い
た
御
成
町
在
宅
福

借
り
て
い
た
御
成
町
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
来

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
来

年
４
月
か
ら
保
育
事
業
に
転

年
４
月
か
ら
保
育
事
業
に
転

換
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

換
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
同
会
の
谷
本

こ
と
に
よ
る
。
同
会
の
谷
本

紀
久
美
理
事
長
は
「
終
了
ま

紀
久
美
理
事
長
は
「
終
了
ま

で
数
カ
月
だ
が
悔
い
の
な
い

で
数
カ
月
だ
が
悔
い
の
な
い

活
動
を
し
た
い
」
と
話
し
て

活
動
を
し
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。
問
い
合
わ
せ
谷
本
方

い
た
。
問
い
合
わ
せ
谷
本
方

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
4545
・
１
１
７
１

・
１
１
７
１

　

人
気
ス
ポ
ッ
ト
長
谷
寺
さ

　

人
気
ス
ポ
ッ
ト
長
谷
寺
さ

ま
を
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
た
。

ま
を
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
た
。

同
業
者
目
線
で
み
て
、
ま
さ

同
業
者
目
線
で
み
て
、
ま
さ

に
お
寺
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

に
お
寺
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
。
決
し
て
批
判
で
は
な

ド
。
決
し
て
批
判
で
は
な

く
、
寺
の
魅
力
が
隈
な
く
整

く
、
寺
の
魅
力
が
隈
な
く
整

っ
て
い
て
参
拝
者
の
心
を
得

っ
て
い
て
参
拝
者
の
心
を
得

て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

た
。
た
。

　

私
事
、
建
長
寺
に
い
た
頃

　

私
事
、
建
長
寺
に
い
た
頃

は
、
お
寺
は
静
か
に
庭
が
掃

は
、
お
寺
は
静
か
に
庭
が
掃

い
て
あ
れ
ば
い
い
。
修
行
目

い
て
あ
れ
ば
い
い
。
修
行
目

的
で
あ
る
寺
は
不
愛
想
な
く

的
で
あ
る
寺
は
不
愛
想
な
く

ら
い
で
い
い
と
思
っ
て
い
た

ら
い
で
い
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
時
代
の
要
求
に
応
じ
て

が
、
時
代
の
要
求
に
応
じ
て

人
々
が
訪
れ
た
い
と
思
う
寺

人
々
が
訪
れ
た
い
と
思
う
寺

つ
く
り
も
必
要
で
あ
る
と
こ

つ
く
り
も
必
要
で
あ
る
と
こ

こ
に
来
る
と
思
う
の
だ
。
勿

こ
に
来
る
と
思
う
の
だ
。
勿

論
修
行
寺
院
・
観
光
寺
院
・

論
修
行
寺
院
・
観
光
寺
院
・

檀
家
寺
・
お
寺
の
機
能
は
千

檀
家
寺
・
お
寺
の
機
能
は
千

差
万
別
で
い
い
と
思
う
。

差
万
別
で
い
い
と
思
う
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
参
る
人
の

　

さ
て
、
そ
ん
な
参
る
人
の

心
に
応
じ
て
、
人
生
で
出
会

心
に
応
じ
て
、
人
生
で
出
会

う
災
難
や
苦
し
み
に
あ
る
人

う
災
難
や
苦
し
み
に
あ
る
人

々
に
応
じ
て
救
い
を
行
う

々
に
応
じ
て
救
い
を
行
う

「
三
十
三
応

「
三
十
三
応

現
身
立
像
」

現
身
立
像
」

が
今
回
の

が
今
回
の

「
御み

ほ
と
け

み
ほ
と
け仏

」
で
」
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

新
設
さ
れ
た

新
設
さ
れ
た

美
し
い
「
観

美
し
い
「
観

音
ミ
ュ
ー
ジ

音
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
に
見

ア
ム
」
に
見

事
に
最
先
端

事
に
最
先
端

の
ラ
イ
ト
ア

の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
が
な
さ

ッ
プ
が
な
さ

れ
各
像
が
ぐ

れ
各
像
が
ぐ

っ
と
迫
っ
て

っ
と
迫
っ
て

き
ま
す
。
し

き
ま
す
。
し

か
も
三
十
三
揃
っ
て
い
る
の

か
も
三
十
三
揃
っ
て
い
る
の

は
と
て
も
珍
し
い
で
す
と
学

は
と
て
も
珍
し
い
で
す
と
学

芸
員
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し

芸
員
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し

た
。
た
。

　

と
こ
ろ
で
三
十
三
応
現
身

　

と
こ
ろ
で
三
十
三
応
現
身

立
像
と
は
、
観
世
音
菩
薩
普

立
像
と
は
、
観
世
音
菩
薩
普

門
品
第
二
十
五
と
い
う
経

門
品
第
二
十
五
と
い
う
経

（
観
音
経
）
に
あ
る
よ
う

（
観
音
経
）
に
あ
る
よ
う

に
、
無
量
百
千
万
憶
と
い
わ

に
、
無
量
百
千
万
憶
と
い
わ

れ
る
衆
生
の
諸
々
の
苦
を
観

れ
る
衆
生
の
諸
々
の
苦
を
観

音
さ
ま
の
御
名
を
一
心
に
称

音
さ
ま
の
御
名
を
一
心
に
称

え
れ
ば
、
た
だ
ち
に
そ
の
声

え
れ
ば
、
た
だ
ち
に
そ
の
声

（
世
音
）
を
聞
き
、
限
り
な

（
世
音
）
を
聞
き
、
限
り
な

い
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う

い
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う

の
で
す
。
「
三
十
三
」
と

の
で
す
。
「
三
十
三
」
と

は
、
限
り
な
き
数
と
い
う
意

は
、
限
り
な
き
数
と
い
う
意

味
で
、
観
音
様
が
対
す
る
も

味
で
、
観
音
様
が
対
す
る
も

の
（
長
者
や
庶
民
、
婦
人
や

の
（
長
者
や
庶
民
、
婦
人
や

子
供
な
ど
）
に
応
じ
て
救
い

子
供
な
ど
）
に
応
じ
て
救
い

を
行
わ
れ
る
の
で
す
。
つ
ま

を
行
わ
れ
る
の
で
す
。
つ
ま

り
「
対
す
る
者
に
応
じ
て
救

り
「
対
す
る
者
に
応
じ
て
救

い
を
行
う
」
が
応
現
身
立
像

い
を
行
う
」
が
応
現
身
立
像

な
の
で
す
。

な
の
で
す
。

　

多
彩
な
諸
仏
は
、
慈
悲
深

　

多
彩
な
諸
仏
は
、
慈
悲
深

く
あ
ど
け
な
い
表
情
な
ど
面

く
あ
ど
け
な
い
表
情
な
ど
面

白
く
、
現
代
を
見
透
か
し
て

白
く
、
現
代
を
見
透
か
し
て

お
ら
れ
る
よ
う
だ
。
ひ
と
つ

お
ら
れ
る
よ
う
だ
。
ひ
と
つ

の
価
値
観
に
し
ば
ら
れ
、
互

の
価
値
観
に
し
ば
ら
れ
、
互

い
が
牽
制
し
あ
う
よ
う
な
現

い
が
牽
制
し
あ
う
よ
う
な
現

代
社
会
の
様
相
で
な
く
、
多

代
社
会
の
様
相
で
な
く
、
多

種
多
様
に
生
き
る
人
々
に
応

種
多
様
に
生
き
る
人
々
に
応

じ
て
、
思
念
を
こ
ら
し
て
見

じ
て
、
思
念
を
こ
ら
し
て
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

今
の
時
代
に
必
要
な
こ
と
は

今
の
時
代
に
必
要
な
こ
と
は

「
寛
容
性
」
で
は
な
い
の
か

「
寛
容
性
」
で
は
な
い
の
か

と
独
り
心
に
強
く
感
じ
寺
を

と
独
り
心
に
強
く
感
じ
寺
を

後
に
し
た
。

後
に
し
た
。

　

各
寄
木
造
、玉
眼
、彩
色
。

　

各
寄
木
造
、玉
眼
、彩
色
。

像
高
像
高
9595
㎝
〜
１
０
８
㎝
（

㎝
〜
１
０
８
㎝
（
3333

体
）
。
室
町
時
代
。

体
）
。
室
町
時
代
。

　

観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
別

　

観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
別

途
、
入
館
料
が
必
要
で
す
。

途
、
入
館
料
が
必
要
で
す
。

鎌倉薪能鎌倉薪能

真心こめて弁当づくり真心こめて弁当づくり＝９月５日写す＝９月５日写す

1010月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（7575）

長
谷
寺　

三
十
三
応
現
身
立
像

長
谷
寺　

三
十
三
応
現
身
立
像

古
都
か
ら
新
し
い
芸
術
文
化
を
発
信

古
都
か
ら
新
し
い
芸
術
文
化
を
発
信

第第
1212
回
鎌
倉
芸
術
祭

回
鎌
倉
芸
術
祭
高
齢
者
に
親
し
ま
れ
て

高
齢
者
に
親
し
ま
れ
て
2626
年年

鎌
倉
・ベ
ル
の
会
の
配
食
年
内
で
終
了

鎌
倉
・ベ
ル
の
会
の
配
食
年
内
で
終
了

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛
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